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セッション概要と最近の研究動向について
An aim of this session and current status of SPARC
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本大会よりコンビーナの判断で「総合討論・ポスター紹介」に関する時間を割り当てられることとなった。このセッ
ションではセッションの趣旨説明・概要、SPARC関連の動向（2月に行われた SPARC SSG会議等）、そして国内の大型
ミッションの動向（SMILESや PANSY等）について簡単に触れることにしたい。
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